
240ー 人工呼吸・ 7巻2号

一一人工呼吸関連機器

CLV50を使用して

星ケ丘厚生年金病院 呼 吸銭外科 垣内成泰

現在当病院にて本CLV50を含む7台の長期

人工呼吸器を使用している。 CLV50は数ある

外国製品の中で日本製としては 600余台の納入実績

を持つ長期人ー工呼吸器であり、日本の病院事情に合

った長期人工呼吸器であることがその理由と思われ

る。今回CLV50に関しての臨床医の立場から評

価を行いζこに述べる。

利点

①・長期人工呼吸に必要なメカニズムを備えている。

②a 取扱い易い。

@安価である。

④ メンテナンスが楽である。

⑤圧縮空気の配管がなくても使用可。

⑥ コンプレッサーの作動音が極めて静かでICU

で使用した場合、他の患者の迷惑をかけること

が少ない。

*①ASSIST・CMV・PEEp.SIMV.
PEEP/CPAP.Sigh等の長期人工呼吸

に必要な機能を備えている。

*②i )スイッチ・オンで額準設定(一回換気量

500.e、呼吸回数12/分)で作動、緊急
時に対応し易い。

欠点

益)調節呼吸時、換気量を愛化させてピーク

フローをマイコン制御で l/E比を一定に

保つ。

温)ネプライザーがスイッチで簡単にできる。

① O2 の濃度設定はダイヤル式が望ましい。 (設

定時にやや時聞がかかる)

@吸気応答がやや遅い。ただし意識下で使用する

際、コンスタントフロー方式のSIMVで対処

できる。

寸評

呼吸回路、加湿器など付属品に若干の改良が望

まれるが、彼ね今まで多数の患者に使用し、特にト

ラブルがない。腕切後などの術後、呼吸不全の患者

(肺のコンブライアンスが著しく低下した患者でな

い限り)に使用しでも十分対処できるベンチレータ

ーと思われる。尚、私見として完全なリーク状態は

下限圧アラームにて検知できるが、少量のリークに

関するアラームとして換気量モニタが装備されれば

より理想的な長期人工呼吸器になるのではと恩う。

当院でも、サーボ900Bを備えているが使用する

頻度は著しく少なくなった。
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